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〔フォー ラム 人 と動物 をめ ぐる地理 学 ・地 域研 究 の現在 〕

人 と動物 をめぐる地理学の役割

池 谷 和 信

Ⅰ　21世紀,様 々な分野で類似化する研究

 近年,日 本 各地 で農作 物 に対 す る獣害 が と りざた さ

れ る一 方で,ト キや コ ウノ トリな どの稀 少動物 の保 護

に関 して も活発 な論議 が行 われ てい る。 日本列 島 とい

う限 られ た空 間 のなか で,私 た ちが,ど の よ うに動 物

と共存 した らよいのか が,き わめ て重要 な課 題 にな っ

て きてい る。

 しか しなが ら,野 生 動物 に限定 して も,人 と動 物 と

の関係 は多様 で あ る。例 えば,イ ノ シシの よ うな動 物

では獣 害が生 じてお り,コ クク ジラの ような動物 は稀

少 動物 に なって い る。 その一 方 で,こ れ らの動物 ご と

地域 ご とに異 なる生 息 の実態 お よびそれ らの違 い を

生 み 出す原 因 も十分 に明 らか にされ てはい ない。本 例

会 で は,イ ノ シシ,ク ジ ラ,ラ ク ダな どの動 物 に焦点

を当 てて,現 代 にお ける動物 と人 との かか わ り方 の特

徴 を,.国 内のみ な らず 地球環 境論 的視野 か ら把 握 す る

こ とをね らい と した。

 まず,今 回の3つ の個 別報 告 は,生 物 地理学(高 橋

氏),文 化人類 学(岸 上 氏),生 態 人類学 ・社会 生態 学

(縄 田氏)と い う よ うに,報 告者 が 中心 にす える ア プ

ローチ は異 な る もの の,人 と動物 との かか わ り方 を把

握 してい る点 で は共通 して いる。具 体 的に は,人 ・動

物 関係 を把握 す るため の枠組 み と して,高 橋氏 の よう

に動物 の側 か ら人 をみ るか,岸 上 氏お よび縄 田氏 の よ

うに人 の側 か ら動物 をみ るか で二分 され る。 しか も,

岸 上氏 が イヌ ピア ックのホ ッキ ョク クジ ラ観 とい う文

化 の側 面 に焦 点 を当て るの に対 して,縄 田氏 は 自然 資

源 に深 く関与 す る ヒ トコ ブラク ダの飼育 と資源 利用 と

い う生存 活動 に言 及 してい る点で対 照 的で ある。

 さて,こ の よ うに人 と動物 との かか わ りの研 究 は,

地 理学 や文化 人類学 以外 に も,畜 産学,獣 医学,生 態

学,社 会 学,歴 史 学,ヒ トと動 物 の 関 係 学(池 谷

2009)な ど,多 彩 な分 野で行 わ れてお り,各 分野 それ

ぞれの視 点 が提示 され て きた。 しか し,こ のテ ーマ を

め ぐって人文 地理学 の 中での論 議 は,日 本 地理 学会 の

ネイチ ャー ・ア ン ド ・ソサ エ テ ィの研 究 グル ー プを除

いて,こ れ まであ ま り活発 で はなか った。今 回の例会

で は,隣 接 分野 の研 究者 の協 力 を得 て,こ れ まで試 み

られて きた多様 なアプ ローチ の一部 を統合 す る機会 に

なって い る。 こ こでは,① 人 ・動物 関係 をめ ぐる対象

動物,② 村,国,大 陸 な どの空 間ス ケー ル に よって異

なる人 ・動物 関係 の地域性,③ 時 間スケ ール ご とに変

わ る関係 性 の歴 史 的変化 とい う3つ の視 点か ら論述 す

る。

Ⅱ　 森 海,砂 漠 と人 ・動 物 関係

 (1)対 象動物 動 物 は,野 生動物,家 畜,ペ ッ トの

3つ に分 かれ るが,イ ノシシや クジ ラは野 生動 物,ラ

ク ダは家 畜で あ り,今 回,ペ ッ トは扱 われ てい ない。

それ に伴 い,前 二者 で は動 物利 用 と動 物保 護 との かか

わ り方が 共通 の論点 に なって いる。2人 の報告 か ら,

日本の イ ノシシで はイ ノシ シの保護 政策 はみ られ ない

が,狩 猟 者人 口の減少 な どイ ノ シシへの狩 猟圧 が小 さ

くな り,獲 物 の数が増 加 して獣 害 を もた ら した とされ

る。

 その なかで,イ ノシ シの肉 を販売 す るため の商業 的

狩猟 も行 われ てい る。一方,ア ラス カの ク ジラで は絶

滅 が危 惧 され て お り,国 際捕 鯨 委 員 会(IWC)の 捕

獲 頭数 制限 のなか で先住民 が生 存す るため の狩猟 が行

われて い る。 しか し,ラ ク ダの場合,野 生 の ヒ トコブ

ラ クダはすで に絶滅 してお り,フ タ コブラ ク ダの 野生

種 は絶滅 の危 機 に陥っ てい るため に保護 の対 象 にな っ

てい る。

 ここで は,動 物 ・人 ・社 会 とい う3つ の相 互作用 と

い うなかで,問 題 を掘 り下 げ る こ との難 しさ を指摘 で

きる。 イ ノシシや クジ ラの資 源量 ・生息 数 を把 握 す る

こ とが か な り困難 であ る こと,人 の動物 へ の働 きかけ

を どの ように数量化 した らよいの か な ど,未 解 決 な仮

題 が残 され てい る。 この点で は,ヒ トコブ ラク ダに よ
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る沿岸 のマ ングロー ブ林へ の 人為 的作 用 に関 して も同

様 で ある。 しか しなが ら,3つ の報告 は,狩 猟 や牧畜

な どの 自然依 存型 といわ れ る生 業 を対 象 にす る場 合,

これ ら をアプ リオ リに 自然 と調和 した生業 であ る と仮

定 す る ことに危 険が潜 むこ とを警告 して いる。

 (2)空 間 ス ケ ール 地表 に生起 す る現象 を地理 学 の

視 点 か ら捉 え る場 合,グ ローバ ル,リ ージ ョナル,ロ

ー カル とい う3つ の 空 間ユ ニ ッ トを設定 して
,そ れ ぞ

れの空 間で もの を考 え るこ とが基 本 に なって いる。高

橋 報告 で は,日 本 の 里 山 とイノ シシ とい うリージ ョナ

ルな問 題 に焦点 が当 て られて い るが,広 くア ジアで は

世 界で は ど うか とい う問題 意識 が挙 げ られ る。 また,

国内で も集 落 に よって は猟 師 の活動 が活発 であ った り

して,獣 害 が多 くない地域 も認 め られ る。 よ りロー カ

ルな研 究 を蓄積す る ことか ら,獣 害 の地域性 を発 見す

る必要 があ る と考 え られ る。岸 上報 告 はロー カル な問

題 に焦 点 を当 ててお り,今 後,ア メ リカや カナ ダの海

か ら世 界の 海 に研 究 が展 開 してい くこ とが期待 され る。

その際 には,ア メ リカや カナ ダに加 えて,ロ シアや 日

本 とい う国家 形態 の 違いが,人 ・クジ ラ関係 の あ り方

に密接 に関与 す る こ とになるで あ ろ う。 また,ク ジラ

の文化 的側面 に加 えて,各 地 にお ける人 び との経 済活

動 の なかで ク ジラ猟 の位置 づ けを明 らか にす るこ とが

不 可欠 に なろ う。 さ らに,縄 田報 告 では,ラ クダに よ

る紅海沿 岸域 で の活動 とい うロー カルな問 題 に焦 点 を

集め てい るが,今 後 スー ダ ンか らイ ン ドまでの 内陸 ・

沿 岸 の乾 燥 地域 の なかで の地域特 性 を把握 す るこ と も

必 要 であ ろ う。

 (3)時 間 ス ケール 人 の動物 とのか かわ り方 は,1

万 年 以上 の 人類 史,数 百年 の古 代 か ら近世,100年 以

内の近現 代 とい う3つ の時 間ス ケー ルに よって異 な っ

て くる。 今 回の3つ の報告 は,近 現代 や現在 が扱 う対

象 の 中心 で あ り,何 らかの理 由 に よって,人 ・動物 関

係 の変容 が共 通 して生 じて い るこ とが 指摘 されて い る。

こ こで は,近 現代 には両者 の関係 に 関与す る変容 は,

あ ま り生 じて こなか った とい う前 提 に立 ってい るが,

この見解 は疑 わ しい。

 その一 方 で,現 在 の地球 レベ ルで進 んで いる温 暖化

とい う共 通 の枠組 み の中で,か つ て の多雪地 域(北 陸

地 方)へ の イ ノシ シの北上,北 極 海 の氷 の溶 け方 とホ

ッキ ョククジ ラの回遊 ルー トの変化 な ど,環 境 問題 へ

の対応 を共 通 の論 点 にす るこ とが で きる。 ラク ダの場

合 は,直 接 に地球 温暖化 の影響 を受 け てい る と言及 で

きないが,温 暖化 と関与 す る と思 われ る旱魃 な どの影

響 を強 く受 け て きた。

 以 上 のこ とは,そ れぞれ の動物 に対 して空 間 スケー

ル と時 間スケ ール を十 分 に考 慮 して,人 と動 物 とのか

か わ り方 を把握 す るこ とが いか に重 要 であ るの か を示

唆 して いる。

Ill地 理学から地域研究へ

 以上 の ように,人 と動 物 とのか かわ り方の研 究 は,

現時 点 におい て も十分 に体系化 された方 法論 が確立 さ

れ てい る わけ では ない。｢学 際 的 アプ ロー チ｣と い う

名の もとに,異 なる分野 の研 究 を束 ね なが ら試 行錯 誤

が繰 り返 されて きた とい って よい であ ろ う(池 谷 ・林

編2008)。

 ここで,す で に確 立 されつ つあ る人 と動物 との関係

学の なか で,地 理 学 の役 割 につい て考 えてみ よう。 ま

ず,今 回 の3つ の報告 の対象 地域 は,地 球の なか での

冷寒帯(岸 上報告),温 帯(高 橋 報 告),熱 帯 地域(縄

田報告)に 対 応 してお り,地 球 環境 全体 をほぼ覆 って

い る点が特徴 的 であ る。 つ ま り,地 理学 は地球 の全 表

面が対 象で あ り,地 球環境 の なか で今 回報 告 され た3

つの地域 を選 定 した意義付 けを相対 化 して述べ るこ と

がで きる。 また,今 回のテ ーマの場 合 には,地 理学 の

みの ア プローチ では課題 を十分 に明 らか に はで きず,

隣 接分 野 の研 究の協 力が 必要 であ る ことがわ か る。今

回の よ うな3者 の報告 は,生 物 の生 態,人 の生 態,人

の文化 とい う側面 をそ れぞ れ提 示 してお り,そ れぞ れ

が優 れた研 究内容 を有 して いる。 しか し,人 と動物 と

の新 たな関係 を研 究 しよ うとす る際 に は,3つ の側 面

を統合 す るこ とが不 可欠 で あ り,各 分 野 の研 究領 域 か

ら越境 をお か して｢地 域研 究｣と い う新 たな地平 に出

る ことが改 めて重要 で ある こ とを認識 させ られる。

     (国立民 族学博 物館 ・総合研 究 大学 院大学)
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